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仙台・石巻・塩釜商工会議所に
電気自動車コムス３台を贈呈

～メイドイン刈谷を東北へ～

　去る平成27年３月３日㈫、刈谷商工会議所で、「仙台・石巻・塩釜商工会議所への電気自動車コ
ムス３台の出発式」及び翌日の３月４日（水）、仙台・石巻・塩釜商工会議所それぞれで贈呈式を
開催致しました。
	 ※詳細は16ページをご覧ください。

刈谷商工会議所にて

仙台商工会議所にて 石巻商工会議所にて 塩釜商工会議所にて
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【基本方針】
　昨年の我が国経済は、4月の消費税率引き上げに伴う影響
を受けつつも、全体では緩やかな回復を続けました。しかし
ながら、個人消費の大きな落ち込みから消費税再増税を見送
る等、国内需要の回復にはまだまだ弱さがみられ、更には、
急激な円安による原材料・エネルギーコストの負担増の影響
で、当地域の中小企業の経営環境は依然として厳しい状態が
続いているものと認識しています。
　こうした中、昨年、行政や支援機関等様々な関係者の行動
を促すしくみとして、「小規模企業振興基本法」並びに「改
正小規模支援法」が成立・施行されました。
　その中で、中小・小規模事業所に光を当てた事業の展開が
求められ、刈谷商工会議所としましても中小企業相談所事業
の充実により支援力の向上を図って参ります。
　本年４月は、刈谷市の市制施行65周年と同時に、刈谷商
工会議所太田会頭２期目にとりまして、丁度、折り返し地点
となり、そして、２年後の平成29年度には、刈谷商工会議
所も創立65周年の節目の年を迎えることとなります。
　そういうことから、本年は従前の事業総括に向けての拡
充・評価をきちんと行っていき、来るべき周年の節目には、
地域経済の活性化・地域商工業の振興の更なる飛躍に繋がる
事業や活動が計画通り実効できるよう準備を始めていきたい
と考えております。
　具体的には、今年、商工会議所の原点である中小・小規模
事業者に対する経営支援や会員サービスなど本来事業の領域
について中小企業相談所で行う支援業務（刈谷モノづくり大
学・かりや商人大学・一店逸品運動等）を中心として一層の
拡充を図っていく予定です。
　そして、行政が実施する地域の消費喚起策・生活支援策・
地方創生策等にも、積極的に参画し地域経済の活性化に資す
るよう努めて参ります。
　その次年度に向けての、刈谷商工会議所の活動理念（スロ
ーガン）は、
『信頼をより確かに、躍動する未来へつなぐ連携と共創！』で
あります。
　これは、次の周年の節目に向けて、より会員に信頼され頼
りにされる商工会議所を目指す為に、一段飛躍した活動（躍
動＝ジャンピング）を目指すという決意と、それに向けて、
刈谷の強みでもある連携を最大限活かしながら、会員と共に

平成27年度
刈谷商工会議所事業計画

【主要事業】
１．中小企業の経営力向上と活力強化を！
＜今年度の視点＞
⑴会議所を中核とした支援施策の活用促進

①行政機関の事業承継・拡充・創設等に関する融資・補助
金の有効活用

②『小規模事業者持続化補助金』や『マル経融資』制度の
積極的活用

③『経営発達支援事業』への参画・認定と事業内容の円滑
な推進

⑵中小・小規模事業の能動的行動を後押し
①『刈谷モノづくり大学』の支援内容拡充・「刈谷モノづ

くり大学大学院MBA」コース増設による人材育成・経
営体質強化支援策の織り込み

②中小・小規模事業の新分野進出に向けた支援継続・新技
術活用・第二創業への取り組み支援（販路開拓等）・海
外ビジネス展開サポート（他機関連携での講習・相談・
視察等）

③若手経営者育成の推進・地元経営有識者による経営哲学
の伝承の場づくり（青年部共催）

⑶産学連携強化による地元中小企業への就業支援
①地元中小企業と地元実業高校を結ぶ人材マッチング
②地元出身大学生の地元中小企業への紹介支援

２．持続可能な地域活性化の取り組みを！
＜今年度の視点＞
⑴個店強化と集客力向上への取り組み支援

①『かりや商人大学』の支援内容拡充・「かりや商人大学
大学院」コース増設による支援充実（より専門的なアド
バイスで、個店の信者とセールスマン育成）

②『刈谷一店逸品運動』の更なるレベルアップ・研修内容
の充実と「メッセナゴヤ」等へのブース出展支援（商品
の販路開拓とお店の信用力強化・知名度向上を狙う）

③メールマガジン活用による情報発信力の強化・新商品・
新サービス紹介、忘年会・新年会情報等

※行政の支援策（補助金等）を活用した事業存続・拡大施
策の展開

※消費税再増税等に備えた一段高い体質強化支援策の織り
込み

※産学連携による地元中小企業・地域を支える人材の定着
確保

※大型店に負けない個店の強化と集客力アップ振興策推進
※地方創生ムードを背景とした域外需要獲得と交流人口拡大
※周辺市街の少子高齢化対策に遅れをとらない取り組み支援

⑵まちの賑わいづくりへの取り組み支援
①農商工連携事業による地域ブランド確立・『坊ちゃんか

ぼちゃ』全国発信活動の継続

通常議員総会を開催
平成27年度事業計画並びに収支予算を承認

　去る₃月31日㈫午後₄時00分から、刈谷商工会議所大
ホールにて通常議員総会が開催された。総会では、平成
27年度 刈谷商工会議所事業計画・収支予算をはじめ、
上程されたすべての議案が原案通り可決承認された。

創り上げていく（より会員に寄り添う形での支援の充実）想
いを込めたものであります。
　本年も会員の皆様をはじめ、行政当局や関係機関、市民各
位のご理解とご支援を頂きながら諸事業を推進して参りま
す。皆様方の一層のご協力をお願い申し上げます。
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５．更なる充実で会員の安心・満足向上を！
＜今年度の視点＞
⑴組織基盤の強化の為の会員企業の維持拡大

①事業所登録等の情報取集に基く未加入企業の会員勧誘
②既存会員退会慰留の為の活用メリット発信活動の推進
③関連団体（青年部等）との協働による事業所紹介活動
④豊富な情報の提供等、会議所の魅力の積極的ＰＲ推進

⑵会員サービスの充実と財政基盤の強化
①生命共済のより販促効果が期待できる方策の採用・ネー

ミングの見直し・福利厚生内容の充実等
②会員企業のメリット拡大に繋がる補償プラン導入拡大
③健康診断での新サービス提供による健診受診者の増大・

健診メニューの更なる充実、出張健診の試行等
④周年記念行事等での会議所会館利用への呼びかけ推進・

融通の利き易さ等を売り物に記念式典等の取り込み
⑤専門学校との緊密な連携に基く検定試験受験者の増大

⑶運営基盤の強化と危機管理への対応
①メールマガジンの本格展開によるタイムリーな情報提

供・補助金・助成金・講習会の案内、商談会の紹介等
②各部会・青年部・女性会とのより一体感のある施策の推

進・イベント・行事・視察等での協賛事業の展開
③『スペシャルオリンピックス日本 東海・北信越ブロッ

ク夏季ブロック大会 in 愛知』事業への支援
④衣浦定住自立圏構想における産業振興面での取り組み支援
⑤会議所のリスクマネジメント・コンプライアンス遵守の

徹底

②地域経済に波及する観光振興の推進・商工会議所観光ネ
ットワーク（日商）への参画と展開・地場産業の観光資
源化への働きかけ推進

③商店街・関係団体との連携事業推進（プレミアム事業等）
⑶地域の潜在活力向上への取り組み支援

①結婚・出生数向上に向けた環境整備支援・婚活支援への
取り組み、ワークライフ・バランスの提唱

②中小企業の魅力発信と若者とのマッチング推進

３．より訴求力効果が高い提言・要望を！
＜今年度の視点＞
⑴国への税制改正・中小企業/景気対策等の提言・要望

①日商にて意見集約～日商会頭より政府へ申し入れ
②地元出身議員からの関連情報の先取り・理解促進

⑵県（一部国）へのインフラ整備・中小企業対策等の提言・
要望
①西三河商工会議所連合会への民間企業参画の拡大
②愛知県商工会議所連合会による申し入れ
③碧海５市商工会議所・商工会連合会による申し入れ

⑶市、及び関係団体への提言・要望
①刈谷市へ中小企業対策・商工業振興・まちづくり等の提

言・要望・定例・随時の諸会議・委員会・意見交換会に
よる申し入れ

②名古屋鉄道へ三河線利便性向上に向けての要望・官民一
体での需要掘り起しと愛知県・豊田市との連携強化

４．社会貢献と企業価値のスパイラルアップを！
＜今年度の視点＞
⑴東日本大震災被災地の復旧・復興支援

①集中復興期間最終年度としての『遊休機械無償マッチン
グ支援活動』展開

②宮城県内会議所との「絆」堅持に繋がるメイドイン刈谷
（コムス）寄贈

③被災地と当地域との積極的な相互販路拡大・地域交流へ
の移行促進

※インフラ整備要望活動における民間企業の参画拡大
※名鉄三河線の利便性向上（官民一体での要望提出）
※東日本大震災復旧・復興支援の今後のあり方（着地点）

見極め
※刈谷市の環境与件に基く『安心・安全ネットワーク事

業』推進
※メデイアと一体となった社会貢献と企業認知度向上の盛

上げ
⑵『安心・安全ネットワーク事業』の維持拡大

①警察の交通安全・防犯活動等への適宜適切な協力対応
②市民への防災・防犯・交通安全に関する啓蒙活動
③健康経営の考え方に基く従業員の健康増進への取り組み

提唱
⑶CSR／CSV実践による企業認知度向上

①関係団体との連携強化による計画的な福祉・奉仕活動の
発掘・収集

②プレスリリース内容の質的向上と効果的なブリーフィング
③報道機関との双方向対話の促進

　現在、刈谷中小企業相談所に課せられた緊急の課題は、
様々な環境要因により厳しい経営環境に直面し、雇用を支え地
域経済の活力の源泉である中小・小規模企業を支援することに
あります。
　そのためには、経営環境が激変する現在、「不易流行」の言
葉にあるように、時代を超えて変えてはならない事業と、時代の
変化によって変えなければならない事業を吟味し、時代の変化
に機敏に対応した事業活動を積極的に展開する必要があります。
　具体的には、個別企業の経営力向上と人材育成並びに企業
体質強化を行うために、『刈谷モノづくり大学大学院ＭＢＡ

（Master of Business Administration）』（刈谷式ＭＢＡ）
と『かりや商人大学大学院』を新設する必要と『一店逸品運
動』の充実強化など、従来の枠にとらわれない視点と発想を
以って、経営基盤の強化に資する取り組みについても積極的
に支援する必要があります。
　そのためにも、中小企業相談所では組織体制の充実を図ると
共に「巡回指導、窓口相談」を活動の柱に据え、多様化する企
業ニーズに的確に対応していくため、経営指導員一人一人が、こ
れまで以上に中小企業、特に小規模企業の声に耳を傾けるとと
もに、「現場主義」、「双方向主義」という行動指針のもと、小規
模事業者が抱える経営課題に対しては、より総合的な視点から

平成27年度
刈谷中小企業相談所事業計画
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１．地域中小企業活性化支援事業
　経済環境が大きく変化し、中小・小規模企業を取り巻く経営
環境が極めて厳しい状況を打開するために様々な施策を講ずる
と共に、選択と集中とのベストミックスを図ることにより、「刈谷
モノづくり大学」では、中小企業を支えている「人」を育てると
共に、「モノをつくる力」、「新たな付加価値を生み出す産業」に
対して経験豊かな専門家を直接派遣するなど、「モノづくりの現
場」を元気にする取組や創業支援など幅広く実施いたします。
　一方「かりや商人大学」は、「地域住民の需要」に応じた
事業内容を実施することにより、少子化・高齢化社会等の社
会課題に対応した「地域経済活性化」と「賑わい創出」を兼
ね備えた取組となり、消費の拡大や生活文化向上に大きく貢
献する取組として実施いたします。

２．小売商業の活性化
　消費社会が成熟化した現在では、顧客の価値観やライフス
タイルが多様化し、「物の豊かさ」から「心の豊かさ」へとニ
ーズが変化するなど、「売り手主導」から「買い手主導」へと
消費が変化している中にあって、様々な取り組みを通して自
助努力している個店を支援する「一店逸品運動」や「かりや
商業まつり」、そして「プレミアム商品券事業」等の展開を通
じて、「お客様に価値を提供」できる環境づくりを積極的に支
援して参ります。

３．国際ビジネスの支援
　経済活動のグローバル化に伴い、海外市場への進出や販路
拡大に取り組む中小企業に対し、様々な講習会を開催すると
共に、現地の情報・人材・資金調達・税務面等の支援、進出
後の円滑なビジネス遂行の為の事業環境整備に向け、日本商
工会議所、（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）、（独）中小企
業基盤整備機構、（独）国際協力機構（ジャイカ）など関係
支援機関との連携により支援していきます。

４．巡回・窓口相談など相談指導の拡充と経営指導員の資質
向上

　小規模事業者の経営基盤強化を図る為、巡回指導や窓口相
談等を機能的に運営するために、巡回指導計画の立案に際し
ては、刈谷地域の実情を鑑み「本来行うべき巡回指導」と

「中小企業相談所の事業計画（一店逸品運動やプレミアム商
品券事業等）や重点指導項目（会報・メルマガ等を活用した
効果的な指導や労働安全衛生法遵守の為に健康診断の普及、
さらに福利厚生制度の普及拡大等）に基づいた巡回指導」と
のマッチングを行うなど、効率的・効果的な巡回指導を行っ
て参ります。
　また、小規模事業者等の抱える経営課題が、年々「高度
化・専門化する課題」に対応するために、

経営指導員の資質向上と課題解決をねらいに、各種研修会等
に積極的に参加して参ります。

５．小規模２法の利活用・刈谷式ＣＳＲ、刈谷式ＣＳＶ活動
の展開

　小規模２法（基本法・支援法）が商工会議所に求める役割
を認識し、商工会議所ならではの中小・小規模事業者支援を
積極的に展開すると共に、消費者が安心できる企業を選択す
るモノサシの１つに、ＣＳＲ（企業の社会的責任）とＣＳＶ（戦
略的ＣＳＲ）が注目されていることから、刈谷式では、「企業自
身の価値を高め売上を伸ばす」取り組みと「企業が追及する経
済的価値（利益）と社会的価値を同時に実現」する取組につ
いても積極的に支援して参ります。

６．中小企業者に対する金融制度のあっ旋
　厳しい経営環境の中で、中小・小規模事業者の資金繰り等が
極めて厳しい状況にあり、経営の安定に資するよう、㈱日本政
策金融公庫と協力して、マル経資金等の円滑な利用を図ると共
に、市と協力した商工業振興資金、県と協力した新設備貸与制
度等の円滑な利用、更には、愛知県信用保証協会との連携によ
る資金繰り支援に万全を期して参ります。

７．税務・記帳指導、専門指導の充実と各種講習会の開催・
情報の提供

　東海税理士会刈谷支部所属税理士の協力を得て、e–ｔａｘ
を利用した個別指導会や「記帳から決算」までの一貫した記
帳継続（機械化）指導を実施します。また、税務関係団体と
協力して消費税対策等、税務知識の向上・税務行政の円滑化
に資する講習会、指導会等を積極的に開催致します。
　また、雇用情勢が厳しさを増す中、豊富な知識や経験を持
った専門家（税理士・社会保険労務士等）が相談に応じ、相
談者の課題を解決する為の個別指導を実施して参ります。
　さらに、企業経営者はもとより従業員の資質向上の為、専門
家を招いて講習会等を開催すると共に、諸施策の周知と速やか
な有効利用促進を図るよう、各種の情報を提供していきます。

８．行政・関係団体等との協力体制との強化と広域連携事業
の推進

　国（中部経済産業局）を始め愛知県、刈谷市や各種官公
署、関係団体等とスクラムを組み、小規模事業者の発展に資
する各種の事業展開を図ると共に、従来の行政枠を超えた広
域的な視点での近隣の商工会議所、商工会との連携を更に推
進して参ります。

９．企業動向調査研究事業
　経営指導に資する調査・研究を実施し、今後の小規模事業
者に対する施策立案に供します。

10．中小企業活性化委員会・その他経営改善普及事業に伴う
必要な支援事業

　中小企業活性化委員会では、相談所業務全般に渡る意見を
戴き、その他、小規模事業経営支援事業費補助金交付要綱に
添い地域のニーズに応じた事業の展開を図ります。

の解決策を提案できる体制の整備と、この地域特有の雇用対策
についても愛知県立刈谷工業高等学校との連携を軸に積極的に
取り組むなど、今まで以上に企業と相談所とが有機的に結びつ
き、「信頼と期待」に加えた「連携」を軸に、課題解決の"仕組
み作り"を積極的に展開し、「頼りになる中小企業相談所」として
効果的な運営を図って参ります。
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一 般 会 計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
会 費 64,000
事 業 収 入 24,300 検定料ほか
市 補 助 金 12,750
事 務 受 託 料 2,000 各種団体より
繰 入 金 20,500 共済会計より
雑 収 入 6,000 配当金ほか
繰 越 金 15,500 平成26年度より

合 　　計 145,050

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 79,000 各種事業
給 与 費 28,300
福 利 厚 生 費 4,300
旅 費 2,000
事 務 費 15,900
会 議 費 2,750
渉 外 費 800
公 課 分 担 金 3,800 法人県市民税ほか
福 利 環 境 整 備 費 2,000
財政調整基金繰出金 5,000
雑 費 1,200

合 　　計 145,050

　特定商工業者　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
負 担 金 2,500
繰 越 金 1,150 平成26年度より

合 　　計 3,650

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 580 法定台帳印刷費ほか
給 与 費 2,050
福 利 厚 生 費 400
事 務 局 費 320
雑 費 300

合 　　計 3,650

　労働保険事務組合　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 業 収 入 3,400
労 働 保 険 料 38,000

合 　　計 41,400
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 務 費 900 通信費ほか
労 働 保 険 料 38,000
繰 出 金 2,500 一般会計繰出金

合 　　計 41,400

　相談所　特別会計　
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
国 ・ 県 補 助 金 31,700
市 助 成 金 13,200
繰 入 金 10,000 一般会計より
事 業 収 入 3,050 記帳継続指導料などの受

講料 ほか

雑 収 入 10
繰 越 金 5,000 平成26年度より

合 　　計 62,960

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 16,470 講習会、ほか

給 与 費 34,800
主席・主任設置費 240
福 利 厚 生 費 5,700
旅 費 480
事 務 費 2,870
会 議 費 100
福 利 環 境 整 備 費 2,000
雑 費 300

合 　　計 62,960

　共済制度　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
手 数 料 収 入 34,800
特 定 退 職 金 共 済 215,000
雑 収 入 500
繰 越 金 3,300 平成26年度より

合 　　計 253,600
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 業 推 進 費 4,500 加入勧奨推進費
給 与 費 16,000
福 利 厚 生 費 2,400
事 務 費 1,400
特 定 退 職 金 共 済 211,000
繰 出 金 18,000 一般会計へ
雑 費 300

合 　　計 253,600

　会館管理　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
貸 室 料 10,500
会 議 室 使 用 料 6,000
事 務 所 費 9,720 一般、相談所、特商、共

済各会計より繰入
太 陽 光 発 電 収 入 2,500
雑 収 入 20
繰 越 金 5,000 平成26年度より

合 　　計 33,740
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
給 与 費 2,000
福 利 厚 生 費 200
管 理 費 21,300 電気料、機械保守料、営

繕費など
補 修 準 備 金 10,000
雑 費 240

合 　　計 33,740

平成27年度　収支予算報告
（平成27年４月１日から平成28年３月31日）　

３月31日開催の通常議員総会で承認された一般会計・
特別会計の予算は、次の通りです
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　刈谷商工会議所　特別会議室にて運営委員会が開催され、議題について事務局から趣旨説明し、委員各位
から貴重なご意見と助言を頂いた。
　　議題　１）議員総会提案事項
　　　　　　　①平成27年度　事業計画の件
　　　　　　　②平成27年度　収支予算の件
　　　　　　　③定款一部変更の件
　　　　　　　④常議員選任の件
　　　　　２）常議員会審議事項
　　　　　　　①新入会員承認の件
　　　　　　　②理事選任の件
　委員会で審議、承認頂いた内容は₃月31日㈫開催の常議員会・
議員総会に議案として提案することとなりました。

　去る３月24日㈫、刈谷商工会議所大会議室に於いて、中小企業活性
化委員会（委員長：鈴木豊 副会頭）が開催された。
　この委員会は、中小企業相談所が実施する様々な業務について、よ
り効率的で効果的な事業の展開を図ることを目的に設置され、世界的
な潮流変化の影響を受け、非常事態に直面した地域経済の活力を維持
し、雇用を支える中小・小規模企業を守るための様々な施策について、
その効果や今後の展開方法など、多方面に渡る助言や提言を戴いてお
ります。
　当日は、小規模事業者の経営基盤強化を図るために実施する「巡回
指導」や「窓口相談」、刈谷地域の実情を鑑み事業計画に沿って実施さ
れた様々な事業活動について、今年度の取組状況や活動の成果につい
て報告が行われた。
　特に、平成23年度から実施してきた「刈谷モノづくり大学」では、経営指導員が直接事業所を訪問する巡
回指導や直接窓口に相談にお越しになる皆様に対して、各分野のエキスパートが直接事業所に出向き、「企
業の抱える課題の発掘から具体的解決方法に至るまで指導する」その仕組みについて説明した結果、多くの
企業に認識されるようになり、着実に相談件数を伸ばすことができた旨の報告がなされた。
　一方、平成27年度より新たにスタートする「経営発達支援計画」では、『刈谷モノづくり大学大学院ＭＢ
Ａ（Master of Business Administration）』（刈谷式ＭＢＡ）と『かりや商人大学大学院』を新設し、『刈谷
式一店逸品運動』の更なる充実強化を図ることにより、中小・小規模企業の経営発達に資する事業を展開す
る取組等の説明がなされ、中小企業相談所として「巡回指導、窓口相談」を活動の柱に据え、現場からの声
を踏まえ、「商工業の調和」ある発展に寄与する事業を積極的に実行するとともに、商工会議所が毎月発行
する「会報の活用」によるスピード感を持った指導の推進を図るために「会員事業所の拡大」や小規模事業
者が抱える経営課題に対しては、より総合的な視点からの解決策を提案するなど、今まで以上に、企業と相
談所とが有機的に結びつく事業活動の展開を図ることで満場一致で承認されました。

運営委員会開催（3／13）

平成26年度下期　中小企業活性化委員会を開催（3／24）

代表社員税理士　天野卓男
社会保険労務士　守山暁子

刈谷市幸町２-３-３
電話 0566-23-3240  FAX 0566-22-9544

【本社】株式会社ファミーユ　刈谷市青山町1-156-2

市営斎場（青山斎園）での、施行承ります。

365日 24時間年中受付中
10120-12-1616

ファミーユ刈　谷　
ファミーユ知　立
ファミーユ青山斉園前
ファミーユ高浜碧南

ファミーユ半田東浦
ファミーユ阿 久 比
ファミーユ阿久比別館
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お問い合わせは刈谷警察署生活安全課まで TEL 0566-22-0110（代表）

刈谷警察署からのお知らせ
レクサスＬＳ　緊急事態！

○ハンドル固定装置
　ハンドルを一定以上に回すことができなくなり、自走することが困難に
　なります。
○シフトノブ固定装置
　ギア操作ができなくなり、自走することが困難になります。
○タイヤロック
　自走する盗難防止に効果を発揮します。ホイールごと外されることを防
　ぐため、防犯用ホイールナットと組み合わせるとさらに防犯効果が高ま
　ります。

G-Link の継続利用
（G-Link：レクサスのサポートサービス）
G-Link 内のG-Security サービスには、
　1．リモートイモビライザー
　　（遠隔操作でエンジンを停止させる機能）　
　2．盗難車両の追跡
機能があるため、G-Link の継続利用をして下さい。

実態
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

80
50
40
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レクサス全体
ＬＳ
ＬＳ以外 急増！急増！

　去る₃月16日㈪、刈谷商工会議所　特別会議室にて部会長会議が開催された。部会長会議では、
各部会役員会での討議結果をふまえて、
　①平成26年度の事業報告と収支決算報告
　②平成27年度の部会別事業計画（案）と各部会への事業費配分
が審議された。
　今後、₅月に開催される各部会定期総会において、より具体的な事業計画と予算案が提案、審議
される予定である。

部会長会議開催（3／16）

■ 各部会の定期総会日程
部　会　名 日　　程

工 業 第 一 部 会 ５月　１４日（木）
工 業 第 二 部 会 ５月　　８日（金）
商 業 第 一 部 会 ５月　１５日（金）
商 業 第 二 部 会 ５月　１５日（金）
サービス第一部会 ５月　１３日（水）
サービス第二部会 ５月　２０日（水）

部会長会議の様子

◆沖縄空手　　　◆自成道空手
◆合気道　　　　◆警棒護身術
◆実戦護身術　功朗法
◆キックボクシング基礎コース
◆子供空手教室　◆総合格闘技
●月～金  PM5：00～10：00
●土  PM4：00～ 9：00
●日　　　AM11：00～PM2：00

刈谷市広小路 6-84-10（旧朝銀ビル）
（刈谷市駅 徒歩 4 分）

Tel (0566)21-2136お問い合せ

労働保険・社会保険の書類作成
給料計算、就業規則の作成
人事・労務に関する相談
事業主、一人親方等の労災加入
紛争解決手続代理業務
特定社会保険労務士

吉浦経営労務事務所
労働保険事務組合

愛和経営労務協会
〒 448-0813　刈谷市小垣江町中伊勢山 10-1
☎（0566）２４ ̶ １４８３（代）
http://www.yoshiura-krj.com/index.html

手続・相談
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　平成27年３月18日㈬刈谷商工会議所２階大ホールに
於いて「わかりやすい“サルコペニア予防の知識”と自
宅でできる簡単ストレッチ体操教室」をテーマに㈱だる
ま（カーブス）の平野 早歩コーチ、榊原 真奈美コーチ
を講師に迎え、紙芝居を使って、「加齢による体内の筋
肉量が減少するサルコペニアの予防策」と「健康な体作

りの重要性、普段の運動の大切さ」などを中心に教えて頂きました。また、講座後半には「イスを使った筋力確認と簡
単なストレッチ」や「簡単に出来る姿勢が良くなる腹圧の入れ方」など教えて頂きました。参加者からは、「簡単にで
きるストレッチを教えて頂き、日ごろからできそうなので、実行したいと思う」、「説明を聞いて、筋トレがいかに大事
か分かって良かった」などの感想を頂き、大好評の講座となりました。

　平成27年３月23日㈪刈谷商工会議所２階大会議室に
於いて「リフォームは高いと勘違いしている皆さんに朗
報！～８畳１室の壁紙が39,800円でできるリフォー
ムのススメ～」をテーマにトータルインテリアタケムラ 

竹村 初美 氏を講師に迎え、インテリアリフォームに基礎知識、失敗しない壁紙の選び方、条件に合ったカーテンの選
び方やいつもお客様からの相談例などを踏まえて分かりやすく教えて頂きました。講座後半には、壁紙の張り方や壁紙
の補修、ガラスフィルムの上手の張り方など施工事例を実演にて説明頂きました。
　参加者からは「インテリアのリフォームを検討していたので、大変役に立ち勉強になりました」、「クロス張りやガラ
スフィルムの張り方など実演をしてくれたので、分かりやすかった」などの感想を頂き、大好評の講座となりました。

☆☆かりや商
あ き ん ど

人大学講座大好評☆☆☆
今回の担当教授
株式会社だるま（カーブス）　平 野　早 歩 コーチ

榊 原 真 奈 美 コーチ

今回の担当教授
トータルインテリアタケムラ　竹 村 　 初 美  氏

トータルインテリアタケムラ 竹村 初美 氏

会社を守る
就業規則の作成
簡単・納得
賃金制度の作成

労働の法律
無料相談会
           実施中！
第 2・４土曜日
          AM9:30～12:00社会保険労務士　岩月剛史

お問合せは
つばさ人事労務
〒444-1336
高浜市呉竹町6-2-26
タウンハイツ柴林103号

0566-52-1002
「つばさ人事労務」で
ネット検索してください


